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うか｡ 入学前の音楽経験の少なさ (特に本学では約半数の学生がピアノ初心者である) による音
楽苦手意識が影響しているからなのであろうか｡ また, 他に理由 (指導方法が分からない・実習
先の要望など) があるのであろうか｡ これは, どの大学においても同様な傾向であることが確認
できた出来事であった｡
幼稚園教育要領や保育所保育指針では, ｢生きる力｣ を育むことに言及している(1)｡ 音楽は人
間の心身に直接働きかけることから, まさに生きる力に直結していると言える｡ 本来, 音楽は楽
しいものである｡ 子どもにとって歌ったり, 楽器を鳴らしたり, 音楽に合わせて踊ったりするこ
とは, 幼稚園や保育所での楽しい活動である｡ 楽しいことは子どもの心身に影響を及ぼし, 全身
が活発になり, 成長を促すこととなる｡ 言葉でのコミュニケーションが十分でない子どもにとっ
て, 音楽は重要な意味を持つ｡ 音楽ならではの特性を踏まえて保育に当たれば, 幼稚園や保育所
がどんなに楽しい場となるのであろう｡
子どもたちと音楽遊びを楽しく展開できるような保育者に求められる音楽能力とは, いったい
何であろう｡ また, 保育者を養成する課程 (学校) ではどのような指導を行えばよいのであろうか｡
筆者はこの問題を解決するために, 川口短大 2年次に行う音楽Ⅲの授業において, 今年度は教
育実習前に行わせている学生による模擬授業の最初に ｢音楽で自己紹介すること｣ を課題に加え
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た｡ すると, 今までか細い声でしか歌わなかった学生が大きな声で堂々と替え歌で歌ったり, 身
振り手振りを入れたり, マラカスをマイクにみたてて全員の学生に歌で ｢あなたのお名前は？｣
と聞いて回ったりと, 回を重ねるごとに表現方法が豊かになっていったのである｡ しかも, 6月
の教育実習Ⅱにてこれを実行した者があらわれ, 実習先の子どもたちは大喜びし, 園の先生に褒
められたりしたのである｡





この授業は資料 1に示すように, 短期大学の 2年次前期に設定されている｡ 1年次に行われる
音楽Ⅰ音楽Ⅱからの延長として配置されており, 授業形態も 1クラスを半分に分けてクラス授業
と個人レッスンを 45分で入れ替わる形式をとっている｡ しかし, 1年次は必修科目であるが, 2
年次の音楽Ⅲは選択科目に位置付けられているため, 全員が履修してはいない｡ はじめから履修
登録しない者や途中から履修を諦めてしまう場合もあり, 約 7割の学生しか修得していないのが





れず, もっぱら専任教員が授業外で指導している｡ 内定をいただいた学生は, たいてい就職前に
行われる園での研修に参加する｡ この際もピアノ伴奏譜を何曲ももらってくる場合が多いが, こ
の指導も授業外のものとなっていて, 十分なものとはいえない状態である｡ そのため, 音楽Ⅲで




実 践 校 川口短期大学
科 目 名 音楽Ⅲ (資料 1) 1単位 選択
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対象学生 こども学科 2年 110名 (4クラス)
実施期間 平成 24年前期 (4月13日～8月 3
日)
全 16回実施 (含実技試験)
授 業 者 筆者 (クラス授業) ＊(個人レッ
スンは非常勤講師 3名が実施)
授業形態 1クラスを 2分し, クラス授業と個人レッスンを 45分で交代する
 本授業のねらい
シラバスに記載しているように, 保育者として必要な音楽能力はピアノのテクニック向上にと
どまらず, 音楽の幅広い経験が必要と考えている｡ 本学では 2年後期には音楽関係の授業が無い
ため, 実習や就職試験, 就職後も見据えた力を修得することを目標にしている｡
 授業内容 (資料 3)
クラス授業の内容は資料 3の示すとおりである｡ 毎年, 少しずつ改良を重ねているが, 今年度
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資料 1 本学の音楽に関する科目一覧
学年 (前期・後期) 授 業 名















授業回 方 法 内 容
1 合 同 授業説明・個人レッスンのクラス分け・1年次の復習
2～4 クラス別 ピアノ奏法の基本練習・伴奏法 (片手より両手へ)
5～7 クラス別 模擬授業＋音楽で自己紹介
8 合 同 実技テスト (弾き歌い＋マーチ曲)
教育実習
9 クラス別 実習の振り返り (アンケート)
10 クラス別 ギター・バイオリンなどの楽器奏法
12～14 クラス別 手遊び曲の伴奏法 (前奏後奏の創作)
15 クラス別 ベルの奏法と指導法, ベルの合奏
16 合 同 実技テスト (手遊び曲の弾き歌い＋芸術曲), ベルの合奏
資料 2 平成 24年度シラバスより本研究に関するところのみ抜粋
授業目標 (略) 保育者としての音楽実践力を高めることを目標とする｡ (略) 多くの楽器奏法を習得して
(略), 既成概念にとらわれず, 幅広い音楽経験の場としたい｡
授業概要 (略) コード伴奏法を更に発展した方法や編曲形態を学び, 童謡曲や手遊び曲の弾き歌い方法
を習得する｡ また, ギターやアコーディオンでの伴奏方法, ベル・トーンチャイム・他の楽器
の奏法も併せて行なう｡ 個人レッスンではピアノ演奏の質の向上を目指すと同時に, 実習や就
職対応も考慮に入れ (略)







はなく, 音楽遊びである｡ 本来, 子どもは遊びを通して人間としての資質を養い, 成長していく｡
歌ったり, 楽器を鳴らしたりするときも, 声を出して歌うことが楽しく, 音を鳴らすことが楽し
いのである｡ 楽譜通り歌うことが重要ではなく, 音楽表現すること自体に意味があると言える｡
その表現は歌いながら身体を動かし, 楽器を鳴らしながら言葉を発すると言う総合的なものであ
る｡ はじめは音程が定まらなかったり, リズム通りに鳴らせなかったりする｡ 楽しいと感じられ
る経験が, もっとやりたいと言う気持ちにさせ, 意欲をもって遊ぶうちに経験が豊富になり, 音
楽的な能力も高まっていくものである｡ そのような子どもの音楽表現を受け止め, やがては音楽
芸術へと志向させるようにするには, 保育者自らの音楽経験が豊富であることが望ましいと考え









闘し始める｡ 夢中で考える経験は, 本来人間が持っている能力, 創造する力をフル稼働している





にメロディーを覚える｡ そのため, 右手はメロディーを弾き, 左手でコード伴奏をする｡ コード
で伴奏することはピアノ初心者にとって, もっとも簡易な伴奏法である｡ と同時に, 弾く者のテ
クニックによって, どのようにでも変化させることが出来るものでもある｡ また, 子どもの歌の
楽譜は子どもの声の高さに合っていない場合がある｡ その際, 歌いやすい調に変える (移調) こ
とが必要となる｡ コード伴奏では, それも容易に出来るのである｡ 1年次の音楽Ⅰ音楽Ⅱでは徹
底的にこの指導を行うため (｢ちょうちょう｣ などを 12の調で弾く), 2年次ではどの学生もあ
る程度出来るようになっている｡
そこで, 筆者はこのコード伴奏を, 2年次では両手で行う (両手伴奏) ことを課題にしている｡
メロディーの部分は伴奏者の声がその役割を担うことなる｡ 子どもたちがまだ旋律を覚えていな
くて, 音程が不確かなときは, ピアノでメロディーを弾かなければならない｡ しかし, もう正し
く歌えるようになったら, 両手伴奏の方が子どもの声が美しく響くのである｡ 教育実習Ⅰにて課
題とした ｢お帰りの歌｣ などを両手伴奏で範奏してみせると, 学生はその違いに驚き, ｢かっこ
いい｣ と言う｡ この方法は, 芸術的にも表現力豊かであることを実感するのである｡
最初は, Cのコードのみで演奏出来る ｢かえるの合唱｣ や Amで ｢なべなべそこぬけ｣ など
のわらべうたを弾かせた｡ Cの場合, 左手はド, 右手はドミソではなく第二転回形のソドミにし
て全音符で弾く｡ そのポジションに慣れたら, リズムを変えたり合の手を入れたりする｡ 伴奏形
態はアルペジオや左右の分担奏のパターンを変えれば無限にあると言える｡ 自分の今あるテクニッ
クを駆使して何度も試し, 友人とも教え合う姿が見られた｡ 中間テストでは, ｢ハッピバースデー｣




ディーの最後 2小節か 4小節をひく方法が一番子どもにとって歌い始めやすい｡ また, 後奏も歌っ
た余韻を楽しむために必要で, これも自分で考えさせている｡ 簡単な内容であるが, 授業で筆者
がいろいろな例を示して参考にさせた｡ 2回の実技テストでは, これを弾き歌いとして発表させ




この曲を弾き歌いした学生は, 入学時にはピアノ初心者であった｡ 4小節の前奏を入れ, 実に
大きな声で歌い, 歌詞もはっきりと発音していてよく聞きとれた｡ ペダルも使用したが, メロディー
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の部分は 1つのコードのみであったため, 濁る
ことなく踏めていた｡ 後奏は同じフレーズを 3




































るが, 鳴らすタイミングの難しさやその面白さに歓声を上げていた｡ 本年度は, ディズニーでお






耳からの音だけで入ってくる場合, 間違って覚えることがよくある｡ ｢どんぐりころころ どん
ぐりこ｣ (｢どんぶりこ｣ が正解) など, 良い例である｡ 歌詞の内容を子どもが理解する際には,
視覚的なアプローチ, 目で見ることが助けとなる｡ そのため, 具象物 (絵やパネルシアター, ペー
プサートなど) を使用するように指導した｡ ペープサートを使用する者が一番多く, 1年次に別






17曲を目標とさせた｡ 1年次, 保育内容 (表現・音楽) で使用した教科書 ｢うたって つくって
あそぼう｣ 幼児表現教育研究会 (音楽の友社), ｢子どもに大人気 手遊び 指遊び｣ (ドレミ楽
譜出版) の中から選ばせた｡ ｢うたって～｣ の中から夏の歌 2曲をコード伴奏で写譜させたが, 1
年次にも同じ課題をしているのに, すっかり書けなくなっていて間違える学生が多かった｡
今年度は, この他に ｢音楽で自己紹介する｣ 課題をだした｡ 詳細を次に記す｡
Ⅱ ｢音楽で自己紹介する｣ 実践について
本稿の ｢はじめに｣ で記したように, 今年度は学生による模擬授業の際に ｢音楽で自己紹介す
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る｣ と言う課題を設定した｡ 6月に行う教育実習Ⅱでは, ほとんどの学生は昨年実施した幼稚園
へ行くことになる｡ 同じ実習園であっても, かかわるクラスは同じとは限らず, 初めて入るクラ








② ｢かえるの合唱｣ のメロディーに合わせて, 替え歌にする (年少用)
ごく簡単な曲であるが, 子どもたちも知っていて聞きとりやすいので, この曲を使用した｡
③ ｢山の音楽家｣ の替え歌と, ひざ打ちと手拍子を打ち鳴らしながら動きを伴って行う (年







資料 5 自己紹介使用曲名 (計 32曲) と使用人数 (授業者計 103人)
曲 名 人数 曲 名 人数 曲 名 人数
かえるの合唱 20 あくしゅでこんにちは 3 アブラハム 1
森のくまさん 11 ドラえもん 2 ハピバースデイ 1
ミッキーマウス 11 雨降りくまの子 2 ドレミのうた 1
山の音楽家 7 とんぼのめがね 2 キャベツの中から 1
キラキラ星 5 チューリップ 2 カレーライス 1
メリーさんの羊 4 先生おはよう 1 うさぎとかめ 1
ちょうちょう 4 大きな歌 1 ウィーウッシュ 1
あなたのお名前は 4 めだかの学校 1 アマリリス 1
ぶんぶんぶん 3 ふしぎなポケット 1 金太郎 1
大きな栗の木の下で 3 ひげじいさん 1 こぶたぬきつねこ 1
この課題の説明をする時, サンプルとして ｢かえるの合唱｣ で何種類か示し, 歌以外の方法も














ごとに (全 3回) 紹介内容は豊富になり, 手振りや左右に揺れてステップを踏む者, 楽器を鳴ら
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資料 6 表現形態の詳細とその数
表現形態 数 詳 細 数
















容を記述させた｡ 主なものを下記に記す (資料 7)｡
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資料 7 学生の記述による方法と評価内容
学生 曲 名 方法・アイデア 評価・考察




















楽しんでもらう｡ 替え歌 ｢私の名前は○○です｡ 今
日から皆さんよろしくね｡ お絵かきしたり, おうた



























































している｡ 実践した学生の入学前のピアノ経験の有無は 5名が経験者, 6名が経験無しで,




ら選ばせたところ, 機会が無かった, 時間がなかったの順で回答した｡ 音楽で自己紹介す
ること自体, それほど時間のかかることではないが, それを行うタイミングや状況は現場




使 用 曲 名 子どもたちの反応 実習園の先生の感想










4 有 アマリリス 良くない 練習すれば大丈夫と助言
5 有 もりのくまさん 手拍子してくれた 無回答






8 無 ミッキーマウス 真剣に聞いてくれた 無回答
9 無 キラキラ星 手拍子をしてくれた インパクトがあって良かった











サンプル曲 ｢かえるの合唱｣ 以外に 31曲もあり, 学生が自分なりに歌いやすい曲を
選出した｡
② 多種多様の表現方法
替え歌にするだけでなく, 歌詞の内容を ｢好きなこと｣ や ｢好きな食べ物｣, ｢実習園

















い驚きでもあった｡ このこと自体, 過去の実習には見られなかったことで, 授業の成
果と言える｡
② 実習先での高評価
子どもたちの反応の良さ (多少のとまどいはあったもの 1例), 実習園の教員の感想
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筆者は本実践のサンプルとして 3例を提示した｡ しかし, 実際に学生が行った方法は
1例を除いて替え歌であった｡ ｢歌｣ で自己紹介ではなく, 敢えて ｢音楽｣ としたとこ
ろには, 音楽を広く捉えて欲しいとの意図があった｡ 子どもが歌を歌うようになる過程
は, 赤ちゃんのクーイングや喃語, 気分が良い時の幼児の即興歌, 興味のある言葉で繰






｢音楽で自己紹介｣ と言う課題を学生に課した｡ 実践し始めて, 学生の堂々とした態度・多岐に
わたる表現方法にこちらが圧倒されてしまった｡ 恥ずかしがったり, 方法が分からなかったりし
て, どぎまぎする姿を想像していたからである｡ 実際には, 授業者も被授業者も実に楽しそうに





る｡ また, それを披露する実習園の子どもたちに思いを馳せ, 園名など子どもたちに喜んで理解
してくれそうな言葉を選ぶ｡ 次第に音楽的な表現内容も変えてみようと試行錯誤する｡ 楽器の使
用や動きを伴う方法, 言葉だけでは理解しにくいから絵を使ってみる｡ 替え歌にするといった単
純な行為であるが, いつの間にか音楽を作りかえる (生成) ことに夢中になったのである｡ 脳科









また, 時実利彦 (脳科学研究の草分け的存在) は, その著 ｢脳と保育｣ (1974) に, 人間の本
能の一つに集団欲を挙げている｡ 人間の生きるための本能は, ｢食欲｣ ｢性欲｣ ｢集団欲｣ であり,
特に ｢集団欲｣ は他の動物と異なるもので, 重要視している｡ 人間は一人では生きられず, 常に
｢他者と共に生きたい｣ と言う本能があると説く｡ 音楽にはこの集団欲を満たす条件が揃ってい
るのではないかと筆者は考えるのである｡ 授業で自作の替え歌を披露する際に, みんながのりの




実習を見据えた一方法が, たとえ実施者が 1割といえども, 実践者が現れたことは喜ばしいこ
とである｡ 音楽的には何ら高度なことではないが, 学生にとっては勇気のいることであったと思
う｡ それが, 実習先にて音楽表現するきっかけになれば, 授業で行っている模擬授業も, あるい
は責任実習で行うようになるかもしれない｡
本実践の今後の課題として
① 1年次の音楽Ⅰ・音楽Ⅱ・保育内容 (表現・音楽) との連携の必要性
② 2年次後期の音楽授業の開設
が挙げられる｡ ①に関しては, 授業を始めてみると学生に読譜力の能力が十分でないことに気が
ついた｡ 両手伴奏の音読みをしたところ, ヘ音記号の音はもとより, 5線上からはみ出した加線
の音は全く読めていなかった｡ そのため, 授業外に補習を 2回行った｡ 幸いこれに参加した学生
はしっかり力が付き, それを機会に自主練習も多くするようになり, 期末テストでは難しい曲も
弾けるようになったのである｡ また, 学内で一斉に行う授業アンケートの結果が示すように, 学
生自身の予習復習が大変不足していることが明確になっている｡ 音楽は自分で練習しなくては,
演奏能力の向上はあり得ない｡ 自分で時間をかけて楽譜に向かってこそ, 授業で学んだことが定




古谷晋一はその著 ｢ピアニストの脳を科学する｣ (2012) にて, ピアノを弾くという行為がい
かに特別な脳が働いていて, 複雑なメカニズムであるかを明らかにしている｡ 楽譜を見る目から
の情報と, それを理解する脳, それを指や手に伝える運動野への働きかけ, 音を出しながら自分
の演奏表現の修正をする｡ 実に一度に沢山のことをしているのである｡ これは, 相当な練習の結
果出来上がる能力であるから, 少々の練習では演奏能力は高められないことを示している｡ 瞬時
に楽譜を読む力がいかに必要か｡
後期から始まる保育内容 (表現・音楽) 1年次には, 早速このことを踏まえて指導を始めたと
ころである｡
②に関しては, 本学では 2年次後期には音楽の授業が開設されておらず, 就職試験対応や内定
後の研修対策が出来ていない｡ 専任の教員が授業外にこの指導に当たっているが, やはり授業が
無いとピアノに向かう時間が減るのは当然である｡ 筆者が行った授業内アンケートにて, このこ
とを指摘している (不安に思っている) 学生が多いことが確認できている｡ 何らかの措置 (開講)
が必要であろう｡
今回の新たな試みで, 実習にてピアノの伴奏をするだけから脱却の糸口が見つかったような気
がする｡ 音楽Ⅲの授業にて実施した内容を検証すると, 音楽的な能力を付けるためは, いかにや
る気を出させるかが重要であるかということが理解できる｡ 単に授業を受ける (受動的) のでは
なく, 能動的にさせると言うことであろう｡ それにはもっとやりたいと思わせるような内容, 音
楽していることそのものが楽しいと感じられるものでなくてはならない｡ 学生自らが楽しい音楽




( 1 ) 平成 10年 12月, 幼稚園教育要領が改正された際に, 第 1章総則 2の文中に, ｢生きる力の基礎を
育成する｣ との文言が入れられた｡ 平成 20年 3月の改正においても, 第 1章総則第 2教育過程の編
成の中にそのまま残されている｡ また, 保育所保育指針第 1章総則 3保育の目標においては, ｢現在
を最も良く生き, 望ましい未来をつくり出す基礎を培う｣ と記述されていて, ｢生きる力｣ と同じ意
味であると言えよう｡ 乳幼児教育の目標として, ｢生きる力｣ が重要視されていると言える｡
( 2 ) ｢音楽を生成する｣ とは, 日本学校音楽教育実践学会が提唱している考え方である｡ 初代会長であっ
た西園芳信はその意味を, ｢音とリズムのパターンによって外界に音楽の表現をつくること｣, その過
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程で ｢音楽表現に新しい響きと意味を発見し, 自らの思考と経験をつくりかえること｣ としている｡
また, 現会長の小島律子は, ｢人間が音や音楽に働きかけ, 音楽を組織化することによって, 外部世
界に音楽表現を形づくること｣ としている｡ 授業においては, この生成の理論に共感し, 実践してい
る｡
( 3 ) ウィリアム・ベンゾンは, その著 ｢音楽する脳｣ の中で, 音楽する喜びについて記している｡ 聴く
ことや演奏することは, 脳の中で喜びに関するところが活発になる｡ 中でも, 音楽を創造する行為が
最も喜びが大きく, ジャズなどの即興演奏の意味を説いている｡
また, 福井一は, その著 ｢音楽の感動を科学する｣ (2010) の中で, 脳科学の分野からアプローチ
している｡ 人間にとって音楽が喜びの感情を起こすこと, 音楽が生理的な反応を起こし, 変化する詳
細を説明している｡ 音楽の創造行為がいかに人間ならではの行為であり, 喜びであるか｡ 学校教育に
おいても, 既成の曲の再現だけではなく, 何らかの創造することを経験させる内容が必要と述べてい
る｡
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